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湧水と水文地質分布の関係

・北大塩大清水湧水

第Ⅰ期上部霧ヶ峰火山岩類(KIb層)

の末端から湧出している。

・対象事業実施区域の湧水

東側尾根部に第Ⅰ期上部霧ヶ峰火山

岩類(KIb層)が分布。

対象事業実施区域内にみられる湧水

を伴う湿地は、下位の第Ⅰ期下部霧

ヶ峰火山岩類(KIa層)との境界部に

分布する。

・南沢水源（深井戸）

古期火山岩砕屑岩を帯水層として

いる。

資
料
1
-
5



2

茅野横河川の区間水収支

河川流量

区間増加量

KⅠa層との境界付近で流量増加
（透水性 KⅠa＜KⅠb）

gD層との境界付近で流量増加
（透水性 ｇD＜KⅠa）
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水文地質縦断模式図（霧ヶ峰～北大塩大清水水源・清水橋水源）

【霧ヶ峰～北大塩大清水水源】

【霧ヶ峰～清水橋水源】

・北大塩大清水水源は第Ⅰ期上部霧ヶ峰火山岩類（KⅠb層）から湧出。

（下位には透水性の劣る花崗岩が分布している）

・創価学会長野県青年研修道場井戸は、北大塩大清水水源と同様のKⅠb

層を取水対象層としている。

・清水橋水源は北大塩大清水水源と同じ第Ⅰ期上部霧ヶ峰火山岩類
（KⅠb層）から湧出。

（下位には透水性が劣る古期火山砕屑岩類(En層)が分布している）
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水文地質縦断模式図（対象事業実施区域～南沢水源）

・湿地湧水は第Ⅰ期上部霧ヶ峰火山岩類（KⅠb層）から湧出。

(下位には透水性のやや劣る第Ⅰ期下部霧ヶ峰火山岩類（KⅠb層）が分布)

・対象事業実施区域には主に第Ⅰ期下部霧ヶ峰火山岩類（KⅠb層）が分布

し、下位の古期火山砕屑岩類（En層）と同様、角間川方向に傾斜している。

・阿弥陀寺湧水は第Ⅰ期下部霧ヶ峰火山岩類（KⅠｂ層）から湧出し、地蔵

寺湧水および南沢水源は古期火山砕屑岩類より取水している。
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水文地質縦断模式図

（対象事業実施区域～北大塩大清水水源および東西方向）

・対象事業実施区域の深部は第Ⅰ期下部霧ヶ峰火山岩類（KⅠb層）および

古期火山岩類（En層）が西側に傾斜して分布し、上位の第Ⅰ期上部霧ヶ峰

火山岩類（KⅠa層）は湿地の湧水より上部に分布している。

・北大塩大清水水源の帯水層となるKⅠb層は対象事業実施区域の東側に前島

川を中心とした凹地を埋めるような形で分布している。

【対象事業実施区域～北大塩大清水水源】

・対象事業実施区域内の湿地湧水は、北大塩大清水水源同様、第Ⅰ期上部

霧ヶ峰火山岩類（KⅠb層）から湧出

・霧ヶ峰農場湧水はKⅠｂ層より上位の第Ⅱ期霧ヶ峰火山岩類（KⅡb層）

から湧出。

・対象事業実施区域の深部にはKⅠb層より下位の第Ⅰ期下部霧ヶ峰火山岩類

および古期火山砕屑岩類が分布する。

【対象事業実施区域東西方向】
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比流量分布（河川流量のみで求めた比流量分布）

【実測した渇水比流量】

・北大塩大清水湧水の東側藤原川

と対象事業実施区域（横河川上

流域）で20ℓ/sec/km2以上の

値を示す。

・その間の2流域 (桧沢川流域，

前島川流域) で比較的小さい値

(10ℓ/sec/km2以下) を示す

特徴がある。
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比流量分布（北大塩大清水水源湧水量を加味した比流量分布）

【湧水を加味した渇水比流量】

・北大塩大清水水源取水量を中間の２

流域に加えた比流量は、

約20ℓ/sec/km2となる。

・第Ⅰ期上部霧ヶ峰火山岩類 (KⅠb層)

の分布域を重ねれば、比流量約

20ℓ/sec/km2分布域とほぼ一致した

特徴が認められる。

→この層が北大塩大清水水源の帯水層

となっている可能性が示唆される。

・対象事業実施区は、第Ⅰ期上部霧ヶ

峰火山岩類 (KⅠb層) の分布流域で、

第Ⅰ期下部霧ヶ峰火山岩類 (KIa,KIa’) 

に比べ大きい比流量 (20ℓ/sec/km2

以上) を示す。⇒流出域を示している。

(これらの流域には湧水を伴う湿地が分布)
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溶存成分が比較的少なく、
滞留時間が短い湧水と想定
（流動範囲が比較的狭い可能性）

主成分分析結果
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主成分分析結果（水質分布図）

湿地の湧水の溶存成分は少ない
（特に、C，D湿地湧水で少ない）



10

0

10

20

30

40

50

南
沢
水
源

地
蔵
寺
湧
水

阿
弥
陀
寺
湧
水

殿
様
水
湧
水

北
大
塩
大
清
水
水
源

創
価
学
会
長
野
県

青
年
研
修
道
場

清
水
橋
水
源

農
場
水
源

Ａ
湿
地

Ｆ
湿
地

Ｃ
湿
地

Ｄ
湿
地

Ｅ
湿
地

踊
場
湿
原

SiO2 [mg/ℓ]

平成28年8月(夏季)

平成28年11月(晩秋季)

平成29年5月(春季)

(長) (短)滞留時間

創価学会

長野県青年研修道場

南沢水源

0.0

0.5

1.0

1.5

2.0

2.5

3.0

3.5

4.0

4.5

5.0

5.5

6.0

6.5

0.0 5.0 10.0 15.0 20.0 25.0 30.0 35.0 40.0 45.0 50.0

Na[mg/ℓ]

SiO2 [mg/ℓ]

河川水

湧水

湿地湧水・湿原水

井戸水

A湿地

踊場湿原

E湿地

阿弥陀寺湧水

S-3(殿様湧水)

S-1(北大塩大清水水源)

Y-1
K-1

Y-8
Y-7

Y-12

M-1

H-1

Y-9

Y-6

(短) (長)滞留 時間

地蔵寺湧水

霧ヶ峰農場水源

清水橋水源

D湿地

F湿地

C湿地
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+）の比較

【珪酸(SiO2)イオン濃度について】

・対象事業実施区域内の湿地湧水(特にC,D,E湿地)や踊場湿原の
湿原水（赤ワク囲み）ではSiO2濃度が小さい。

⇒地下水の滞留時間は比較的短いと推定される

・南沢水源，地蔵寺湧水，阿弥陀寺湧水，北大塩大清水水源等
（青ワク囲み）ではSiO2濃度が小さい。

⇒地下水の滞留時間は比較的長いと推定される

C・D・E湿地の湧水や
踊場湿原の湿原水は
SiO2濃度が小さい

SiO2濃度の大きい水は

Na+濃度も大きい傾向を示す
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【夏場の水温傾向】

①C,D湿地やE湿地の水温は高い傾向を示す。

⇒比較的浅い流動の地下水

（気温の影響を受けやすい）

②A湿地，F湿地の水温は低い傾向を示す。

⇒比較的深い流動の地下水

（気温の影響を受けにくい）

湿地内地下水の水温について

・特にF湿地の水温は全体的に変動が小さい。

C,D,E湿地の湧水は湿地近傍で涵養した

地下水が比較的短い時間で湧出している

（涵養域が湧水近傍に限られる可能性）

①

②
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降水（雪・雨）の追加分析結果
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平成31年3月（冬季，雪）

平成31年7月（梅雨期）

平成31年9月（秋雨時期）

・降水(雪・雨)の分析は

雪：2019年2月・3月

雨：2019年7月・9月 実施

・雪，雨の分析結果は、採水時期毎に非常

に大きなばらつきが認められる。

・北大塩大清水湧水の分析値は概ね安定

した値を示している。(以上左図)

・これまでに採取した試料からは、酸素同

位体比と標高の関係（下図）には相関性

は認められない。

北大塩大清水水源
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湧水の涵養域の考え方

【参考文献1】
稲村・安原(2008)：都市域における浅層地下水涵養源の同位体水文学的考察
ハイドロロジー（水文科学会誌）38巻2号，p55-62

P61本文

降水浸透水の水素・酸素同位
体比は浸透仮定で生じる蒸発
によって降水とはことなる値
を示すため、降水の同位体比
を浸透水の値としてそのまま
用いることはできない（風
早・安原，1994）。流域外お
よび河川などからの涵養がな
く、かつ人為的な地下水涵養
源の影響がないと考えられる
地点の湧水は流域の降雨浸透
水そのものと見なし得る。

このことを参考に、
限られた範囲で涵養したと考
えられるC・D湿地の湧水を
涵養域を検討する際の基準と
して、その他の湧水の涵養高
さを検討
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（阿弥陀寺湧水）
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（清水橋水源・霧ヶ峰農場水源・北大塩大清水水源）

CD湿地の涵養標高に近いと想定
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CD湿地

涵養域の推定について
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各水源の主な推定涵養域
（降雨・表流水）

北大塩大清水湧水・
創価学会長野県研修道場井戸

降雨による推定涵養域
表流水による推定涵養域

清水橋水源
降雨による推定涵養域

霧ケ峰農場水源

南沢水源・
地蔵寺水源

降雨による推定涵養域
表流水による推定涵養域

阿弥陀寺湧水

降雨による推定涵養域

殿様水湧水
降雨による推定涵養域

降雨による推定涵養域
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水文地質縦断模式図（霧ヶ峰～北大塩大清水水源・清水橋水源）

【霧ヶ峰～北大塩大清水水源】

【霧ヶ峰～清水橋水源】

想定される地下水の流動を分かり易く表示するため、鉛直方向のスケールを2倍として断面図を記載した
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水文地質縦断模式図（対象事業実施区域～南沢水源）

・対象事業実施区域の下部には主に第Ⅰ期下部霧ヶ峰火山

岩類(KⅠa層)および下位の古期火山砕屑岩類(En層)が分

布し、これらの層が対象事業実施区域から地下浸透した

地下水が流動する帯水層と考えられる。

想定される地下水の流動を分かり易く表示するため、鉛直方向のスケールを2倍として断面図を記載した
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水文地質縦断模式図（対象事業実施区域～北大塩大清水水源）

・これらの地質分布状況および湧水分布・比流量状況を

総合的に考察して北大塩大清水湧水の主帯水層 (流動

層) を第Ⅰ期上部霧ヶ峰火山岩 (KⅠb層) と考えた。

・水質分析や酸素・水素同位体分析結果は、その状況を

説明するための根拠データ収集を目的に実施した。

（水質分析結果だけで評価したものではない。）


